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声
か
け
よ
う 
家
族
み
ん
な
で 
「
火
の
用
心
」

町
田
消
防
署

町
田
市

ご
注
意
下
さ
い
！

今
年
に
入
り
暖
房
器
に
起
因
し
た
火
災
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
議
前

日
ま
で
に
子
ど
も
総
務
課
（
11
７
２
４

・
２
８
７
６
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

２
月
７
日
（
火
）
午
前　

時
１０

〜
正
午

○
会
場　

す
み
れ
会
館
３
階
第
１
会
議

室○
内
容　

町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
青
少
年

及
び
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
の
現
状

町
田
市
青
少
年
問
題
協
議
会

定

例

会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接
会
場

町
田
市
障
が
い
者
計
画

検

討

委

員

会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

企
画
調
整
課
（
11
７
２
４
・
２
１
０

３
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

２
月
３
日
（
金
）
午
前　

時
１０

〜
正
午

○
会
場　

森
野
分
庁
舎
４
階
第
１
会
議

第　

回
町
田
市
自
治
基
本
条
例

１０検

討

委

員

会

室○
内
容　

自
治
基
本
条
例
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
答
申
に
向
け
て

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

【
「
答
申
（
案
）
」
へ
の
意
見
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
（
１
月　

日
ま
で
）
】

２５

　

「
町
田
市
に
お
け
る
自
治
基
本
条
例

の
あ
り
方
に
つ
い
て
・
答
申
（
案
）
」

へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

の
「
答
申
（
案
）
」
は
、
市
政
情
報

「
や
ま
び
こ
」
、
各
市
立
図
書
館
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
無
償
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
一
読
の
う

え
、
氏
名
を
明
記
し
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

●
フ
ァ
ッ
ク
ス　

6
７
２
４
・
３
０
７

２●
郵
送　

〒　

－

８
５
２
０
、
中
町
１

１９４

－

　

－

　

、
企
画
調
整
課

２０

２３

●
メ
ー
ル　

m
c
ity
1
2
0
@
c
ity
.

m
a
c
h
id
a
.to
k
y
o
.jp

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

高
齢
者
福
祉
課
（
11
７
２
１
・
３
１
３

６
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

１
月　

日
（
火
）
午
後
６
時

２４

　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
２
階
健
康
教

育
室

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

町
田
市
高
齢
社
会
総
合
計
画

推

進

委

員

会

ひ
な
た
村
利
用
予
約

【
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル
】

　

８
月
分
の
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル
利
用
者

の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
２
月
５
日
午

前
９
時
ま
で
に
使
用
料
金
を
お
つ
り
の

な
い
よ
う
に
お
持
ち
に
な
り
ひ
な
た
村

へ
お
い
で
下
さ
い
。

　

な
お
、
２
日
〜
４
日
、　

日
〜　

２１

２６

日
、　

日
〜　

日
は
主
催
事
業
等
の
た

２８

３０

め
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
同
ホ
ー
ル
で
は
金
銭
を
徴
収
し
て
の

催
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
】

　

４
月
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
は

主
催
事
業
の
た
め
行
い
ま
せ
ん
。

※
ひ
な
た
村
は
、
第
１
・
３
火
曜
日
と

祝
日
の
翌
日
が
お
休
み
で
す
。

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

　

都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の
整
備
を
計

画
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、
都

区
市
町
が
共
同
で
整
備
方
針
の
策
定
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
整
備
方
針
（
案
）
」
は
、
先
に
公

表
し
た
�
中
間
の
ま
と
め
�
に
対
す
る

意
見
等
を
参
考
に
、
今
後
、
優
先
的
に

　

市
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

中
間
支
援
組
織
の
「
ま
ち
だ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
連
合
会
」
と
協
働
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
と
交

流
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に
、
「
い
い

こ
み
ゅ
に
て
ぃ
町
田
」
（h

t
t
p
:/

/
m
a
c
h
id
a
－
n
p
o
.c
o
m
/
e
－
c
o

m
m
u
n
ity
/

）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
開
設
し
ま
し
た
。

□問
 

「
い
い
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
町
田
」
事
務

局
ま
ち
だ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
連
合
会
11
７
２

５
・
４
９
３
２
、
町
田
市
経
済
振
興
課

11
７
２
４
・
２
１
２
８

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
イ
ト

「
い
い
こ
み
ゅ
に
て
ぃ

町
田
」
を
開
設
し
ま
し
た

【
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
】

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
理
由
等
で

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
に

保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
に
は
保
険
料
の
全
額
免
除
と
半

額
免
除
及
び　

歳
代
の
方
を
対
象
と
し

２０

た
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
の
際
は
、
認
印
と
年
金
手
帳
を

お
持
ち
下
さ
い
（
町
田
市
に
転
入
さ
れ

た
方
は
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
、
離

国
保
年
金
課
か
ら
の

お

知

ら

せ

て
、
公
共
施
設
ま
で
の
経
路
や
防
災
等

の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
提
供
す
る
た

め
の
案
内
標
識
（
公
共
サ
イ
ン
）
に
つ

い
て
ま
と
め
た
「
町
田
市
サ
イ
ン
基
本

計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
も
公
共
サ
イ
ン
を

設
置
し
て
き
ま
し
た
が
、
統
一
し
た
基

準
が
な
く
、
ま
た
、
設
置
数
も
少
な
い

た
め
、
「
公
共
サ
イ
ン
の
整
備
を
し
て

楽
し
く
安
全
に
歩
け
る
ま
ち
に
し
て
欲

し
い
」
と
い
う
ご
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
は
そ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま

え
、
基
本
方
針
、
デ
ザ
イ
ン
、
設
置
方

法
等
に
関
す
る
総
合
的
な
考
え
方
や
基

準
を
ま
と
め
、
ま
ち
の
魅
力
や
安
全
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

基
本
計
画
策
定
後
は
、
設
置
場
所
や

管
理
方
法
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
進

め
、
平
成　

年
度
以
降
、
町
田
駅
前
中

１９

心
市
街
地
に
お
い
て
整
備
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

□問
 

建
設
総
務
課
11
７
２
４
・
１
１
２
４

　

市
で
は
、
下
水
道
管
理
区
域
内
の
公

共
汚
水
ま
す
、
お
よ
び
本
管
に
至
る
取

付
管
（
市
の
管
理
部
分
）
の
汚
水
の
流

れ
を
点
検
し
、
詰
ま
り
等
の
発
生
を
防

い
で
い
ま
す
。

　

身
分
証
明
書
を
携
行
し
腕
章
を
つ
け

た
市
委
託
業
者
が
、
宅
地
内
に
あ
る
公

共
汚
水
ま
す
の
点
検
に
伺
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
調
査
で
皆
さ
ん
に
費
用
を
請
求

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

○
点
検
区
域　

東
玉
川
学
園
１
丁
目
、

２
丁
目
、
４
丁
目
（
３
４
７
５
番
除

く
）
▽
玉
川
学
園
７
丁
目　

番　

号
〜

１４

２９

　

号
、　

番　

号
〜　

号
、　

番
〜　

３２

１５

２６

４３

１６

３０

番
全
域
、　

番　

号
〜　

号
、　

番
９

３１

１３

２０

３２

号
〜　

号
▽
玉
川
学
園
８
丁
目　

番　

２３

１２

１０

号
〜　

号
、　

番
全
域
、　

番　

号
〜

２５

１３

１４

２４

　

号
▽
成
瀬
台
３
丁
目
、
４
丁
目
全
域

３０○
点
検
期
間　

１
月　

日
〜
３
月　

日

２３

１７

○
点
検
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

□問
 

下
水
道
部
工
務
課
11
７
２
０
・
１
８

２
２ 公

共
汚
水
ま
す
の

点
検
に
伺
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
や
来
訪
者
に
対
し

「
町
田
市
サ
イ
ン
基
本
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す

　

市
で
は
鶴
川
駅
北
土
地
区
画
整
理
事

業
地
内
の
市
有
地
に
自
転
車
駐
車
場
を

自
転
車
駐
車
場
の

整
備
及
び
施
設
の

管

理

者

募

集

建
設
し
、
完
成
後
の

管
理
運
営
も
一
定
期

間
担
当
す
る
団
体
等

を
募
集
し
ま
す
。

○
資
格　

公
共
団
体
及
び
公
共
的
団
体

等
で
町
田
市
の
自
転
車
対
策
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
意
思
の
あ
る
団
体
と
し
、

個
人
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
は

募
集
要
項
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
ご
覧
下
さ
い
。

○
対
象
施
設　

（
仮
称
）
鶴
川
駅
西
側

自
転
車
駐
車
場

○
敷
地
面
積　

約
７
０
０
㎡

○
収
容
台
数　

自
転
車
１
０
０
０
台
及

び
バ
イ
ク
２
０
０
台
を
確
保
す
る
こ
と

○
公
募
日
程　

　●
 

募
集
要
項
の
配
布　

１
月　

日
２３

（
月
）
〜　

日
（
金
）
に
中
町
第
二
庁

２７

舎
交
通
安
全
課
で
配
布
し
ま
す
。
町
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）
で
き
ま
す
。

　●
 

応
募
書
類
の
受
付
期
間　

２
月　

日
１５

（
水
）
〜　

日
（
火
）

２１

□問
 

交
通
安
全
課
11
７
２
４
・
１
１
３
６

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
を
含
む
普
通
救
命
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

○
日
時　

２
月　

日
（
土
）
午
前
９
時

１８

〜
午
後
１
時

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

○
費
用　

１
４
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
習
会

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
１
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

３１

健
康
課
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田

１９４

５－

８－

　

、
11
７
２
５
・
５
１
７

２１

８
）
へ
。

普
通
救
命
講
習
会

「
都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の
整
備
方
針

（
案
）」
へ
の

意
見
・
提
言
を
募
集
し
ま
す

整
備
に
着
手
す
る
予
定
の
公
園
・
緑
地

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
東
京
都
都
市
整
備
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
窓
口
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

○
ご
意
見
・
ご
提
言　

１
月　

日
ま
で

３１

に
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
東
京
都
都
市
整
備
局

公
園
緑
地
計
画
担
当
（
〒　

－

８
０
０

１６３

１
、
新
宿
区
西
新
宿
２－

８－

１
、

11　

・
５
３
８
８
・
３
２
６
４
、6　

・
５

０３

０３

３
８
８
・
１
３
５
４
、http

:/
/
w
w

w
.to
s
h
is
e
ib
i.m
e
tr
o
.to
k
y
o
.

jp
/

、Ｅ
メ
ー
ルS

0
0
0
0
1
8
0
@
s

e
c
tio
n
.m
e
tr
o
.to
k
y
o
.jp

）へ
。

□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６
１
３

職
さ
れ
た
方
は
離
職
票
な
ど
退
職
日
の

確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
）
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
】

　

大
学
、
専
門
学
校
、
各
種
学
校
（
１

年
以
上
の
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
方
）

等
の
学
生
で
本
人
の
前
年
中
の
所
得
が

一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
夜

間
部
、
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程

の
学
生
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
の
際
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
と
認
印
を
お
持
ち
下
さ
い
。

◇

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１
２
７

や
問
題
点
等
に
つ
い
て
情
報
交
換

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

　

２
月　

日
（
金
）
〜
３
月　

日

１７

１０

（
金
）
は
、
改
修
工
事
を
行
う
た

め
、
和
室
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

市
民
活
動
振
興
課
11
７
２
３
・
２

８
９
１

和
室
改
修
の
お
知
ら
せ

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

残残
留留
農農
薬薬
検検
査査
結結
果果

　

野
菜
や
果
物
な
ど
に
、
残
留
農
薬
基

準
値
を
上
回
る
農
薬
が
検
出
さ
れ
た
と

の
報
道
が
時
折
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
年
市
内
の
店
舗
で
売
ら
れ
て
い
る
食

品
に
つ
い
て
、
農
薬
が
適
切
に
使
用
さ

れ
て
い
る
か
消
費
者
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昔
か
ら
果
物
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
「
ぶ
ど
う
」
を
取
り
上

げ
、
特
に
巨
峰
に
着
目
し
ま
し
た
。

　

検
体
購
入
は
、
３
店
舗
（
ス
ー
パ

ー
、
自
然
食
品
の
店
等
）
を
選
び
検
体

（
１
店
舗
１
産
地
）
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
分

け
、
農
薬
の
残
留
の
有
無
に
つ
い
て
調

べ
ま
し
た
。

　

検
査
す
る
農
薬
は
、
検
出
例
や
比
較

検　査　結　果

記事
サンプル（検体）

基準値検査農薬
ＣＢＡ

・検出限界
　　０．０１ ppm
・ガスクロマト
　グラフ法

検出せず検出せず検出せず
残留農薬
基準

０．１ ppm

ダイアジノン
　有機リン系殺虫剤

・検出限界
　　０．０１ ppm
・ガスクロマト
　グラフ法

検出せず検出せず検出せず
残留農薬
基準

０．２ ppm

フェニトロチオン
（スミチオン）
　有機リン系殺虫剤

・検出限界
　　０．０１ ppm
・液体クロマト
　グラフ質量分
　析法

０．５６
ppm検出せず検出せず

残留農薬
基準

５．０ ppm

アセフェート
（オルトラン）
　有機リン系殺虫剤

・検出限界
　　０．０５ ppm
・液体クロマト
　グラフ質量分
　析法

０．４２
ppm検出せず検出せず

残留農薬
基準

２５ ppm

イプロジオン
　殺菌剤

（注）１．試験依頼先：（財）日本食品分析センター多摩研究所
　　２．試験成績書発行年月日・発行番号：
 ２００５年１０月１０日第５０５０９０６２７－００１号～００３号　
　　３．残留農薬基準：食品衛生法に定める値
　　４．ppm：１００万分の１の割合（濃度）を表すもの

的
使
用
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
農

薬
の
中
か
ら
４
種
類
【
ダ
イ
ア
ジ
ノ

ン
、
フ
ェ
ニ
ト
ロ
チ
オ
ン
（
ス
ミ
チ
オ

ン
）
、
ア
セ
フ
ェ
ー
ト
（
オ
ル
ト
ラ

ン
）
、
イ
プ
ロ
ジ
オ
ン
】
を
選
び

（
財
）
日
本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー
多
摩

研
究
所
に
分
析
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

検
体
Ｃ
か
ら
、
ア
セ
フ
ェ
ー
ト
、
イ

プ
ロ
ジ
オ
ン
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
残
留
農
薬
基
準
値
を
下
回
る

も
の
で
し
た
。

　

な
お
、
４
種
類
以
外
の
農
薬
に
つ
い

て
は
検
査
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

食
生
活
は
、
健
康
な
生
活
の
基
礎
を

な
す
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
食
品
の
安

全
に
対
す
る
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も

「
食
の
安
全
」
を
守
る
た
め
に
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

※
農
薬
の
残
留
基
準
値
は
、
同
じ
農
薬

で
も
野
菜
や
果
物
ご
と
に
違
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
イ
プ
ロ
ジ
オ
ン
は
、

「
桃
」　
　

に
対
し
、
「
ぶ
ど
う
」

１０
ppm

　
　

で
す
。

２５
ppm

ぶ
ど
う
（
巨
峰
） 消費生活センターから

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

□問 消費生活センター11７２５・８８０５

へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

１
月　

日
（
水
）
午
後
１
時

２５

か
ら

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階
講
習
室

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

７
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１


